
＜津軽地区嚥下調整食対応表の見方について＞ 
 
津軽地区嚥下調整食対応表で用いている「コード」は日本摂食嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類
2021を元に各施設の食事形態を、ワーキンググループメンバーと共にコード別に振り分けています。下記に引
用した早見表を掲載しますが、表の理解にあたっては『嚥下調整食学会分類 2021』の本文をお読みいただきま
すと幸いです。 

 

引用：「『日摂食嚥下リハ会誌 25（2）：135–149, 2021』 または 日本摂食嚥下リハ学会 HP ホームページ 

https://www.jsdr.or.jp/wp-content/uploads/file/doc/classificaton2021-manual.pdf『嚥下調整食学会分類 2021』 を必ずご参照くだ

さい。」 



 
 

 

早見表の見方

嚥下調整食学会分類2021に対

応させた場合の各施設の食形

態について一覧で記載したも

のです。主食・副食それぞれの

早見表を作成しました。

食事形態の詳細については各

施設の対応表をご覧ください。

施設名

嚥下調整食対応表の見方 施設名

嚥下調整食学会分類2021の
分類コード及び

各施設での嚥下調整食の名称

※施設によってすべてのコードに対して食

事形態が無い場合もあります。

各食形態に関する説明の詳細や

硬さとろみの程度について記載

上記の副食及び主食で使

用されている

増粘剤等を記載

QRコードを読み取ることで実際に提供されている食形態の

硬さやとろみの程度を視覚的に確認することができます


